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Abstract
  This paper can be divided into two parts. The first part is a research on the health 
literacy of high school students in Japan and China, and the other part is another research 
on the “naive concepts” of Japanese and Chinese high school students. 
  This paper is based on a 12-question questionnaire targeted at some high school 
students in Zhengzhou. The results of this survey will be studied in comparison to those 
of a research conducted by the Kohama laboratory graduate Li Shiyao in March 2016 in 
Changchun. 
  Judging from the findings related to health literacy presented in the first part, high 
school students score higher than Japanese students in the four questions concerning 
“reading in the sun”, “the infection of HIV”, “the causes of traffic accidents” “menstrual 
cycle” and “periods when pregnancy is more likely to happen”. The fact that more high 
scholars in Henan made a correct reply to the three questions except the one related 
to menstrual period and pregnancy has more implications. In addition, a comparison 
between the two provinces of Jilin and Henan shows that high school students in Henan 
have better accuracy in response to all questions except the ones related to “healthy 
lifestyle”. 
  The second research about “naive concepts”, the objects of study are asked questions 
about “the position of the heart” and “the place to apply pressure when doing external 
chest compression”. Judging from the response to the question “position of the heart”, the 
accuracy rates for high school students in Japan, Henan and Jilin are 94.1%, 71.3% and 
22.2% respectively when there are no options available. But when options are provided on 
the left, the accuracy rates change into 36.9%, 4.9% and 3.8% for Japanese, Jilin and Henan 
students respectively. As for the question “the place to apply pressure during external 
chest compression”, Japanese students outran Henan students and Jilin students with 
respective accuracy rates being 93.3%, 73.6% and 49.2%. But when options are provided, 
the accuracy rate for Japanese students reduces to 72.3%, and accuracy rates for Henan 
and Jilin students also drop to 51.4% and 42.2% respectively.
  In conclusion, health literacy is higher among Japanese high school students. 
Comparatively, health literacy for Jilin and Henan high school students remain at lower 
levels. Compared to the research conducted in Jilin two years ago, the average accuracy 
rate for Henan has remarkably increased. One reason accounting for the increase is the 
regional difference existing in education and economy. Besides, health education in China 
has improved in recent years. In addition, “naive concepts” in school health education can 
not only be found in China, but also in Japan as well. Therefore, “naive concepts” should 
be attached due importance in future health education in China. 
  Key words: health recognition   high school students   comparative analysis
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Ⅰ . 保健認識に関する調査
Ⅰ - Ⅰ . 研究目的
日本では制度的に、小学校 3 年生か
ら高校 2 年生まで、保健の授業が必修
として位置付けられている。一方、中
国では制度的に、小学校 1 年生から高
校 3 年生まで健康の授業が位置付けら
れている。しかし、実施にあたっては
各地方の経済、社会、文化の状況が大
きく異なることを前提に画一的な実施
を求めていない。
日 中 両 国 の 保 健（ 健 康 ） の 授 業 は、
体育と合科的に行うことになっている。
そこで、制度的に保健（健康）の授業
が位置付けられている中国の高校生を
対象に、保健認識について調査するこ
とにした。本研究室では、2016 年に李
師瑶女氏が中国吉林省（長春市）と日
本の高校生を対象に調査した研究があ
るので、女氏の承諾を得て、今回調査
したものとその調査と比較することに
した。
Ⅰ - Ⅱ . 先行研究
これまで日中両国の保健認識を比較
する研究は、日本では「保健認識に関
する日中高校生の比較調査」（韓太哲、
李師瑶、倉元直樹、小浜明　2016）1 と「日
中の高等学校における保健認識に関す
る調査研究」（李師瑶、小浜明　2016）2
があり、調査は中国の吉林省（長春市）
だけであった。そこで、本論文は中国
の河南省（鄭州市）の高校生を対象に
調査を実施し、先行研究と比較、検討
する。なお、この両市を比較する理由
は、中国の地方都市間で高校生の「保
健認識」に差があるのかどうかを見る
ためである。いずれ中国の大都市（北京・
上海）や農村地区の高校生とも比較検
討するつもりである。
Ⅰ - Ⅲ . 調査の概要
Ⅰ - Ⅲ - Ⅰ . 調査問題
本研究で用いた調査項目は、先行研究 1
で実施されたものである。難易度は中の上
レベル（正答率 40% ～ 60%）の項目を抽
出対象とし、質問項目の識別力（天井効果、
床効果の排除）を確保している。
Ⅰ - Ⅲ - Ⅱ . 翻訳の手続き
先行研究 1 の質問紙の完成稿は、日本の
設問文を正確に翻訳していない項目があっ
たので、筆者と研究協力者（中国の高校現
役教員）が、より理解しやすくなるように
修正した。
Ⅰ - Ⅲ - Ⅲ . 調査時期と対象
本研究の調査時期は、2018 年 3 月である。
調査対象者は、中国の河南省（鄭州市）に
ある学力水準が概ね上中下に該当する三つ
の高校の 2 年生である。その結果、中国の
河南省（鄭州市）では 480 名分（男子：197 人、
女子：283 人）の有効回答を得た。　　　
Ⅰ - Ⅲ - Ⅳ . 調査の手続き
本研究は、筆者が現地に出向き、調査協
力者とともに調査を実施し、回答済みの調
査票を回収した。
なお、本研究の調査は仙台大学倫理
審査会の承認（通知 27-3）を得て実施
した。
Ⅰ - Ⅲ - Ⅴ . 比較検定
データの分析はカイ二乗検定及び多重比
較を行った。検定方法については関連の統
計書籍を参考にして頂きたい。
Ⅰ - Ⅳ . 解答の傾向
保 健 認 識 に つ い て の 調 査 か ら 見 る
と、一番高いのは日本の高校生の正答率
（51%）、次は河南省（鄭州市）の高校生
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の正答率（43%）、最後は吉林省（長春市）
の高校生の正答率（33%）となっている
（表 1）。
各設問に正解した場合に 1 点、不正解
の場合に 0 点として合計得点を算出した
場合の得点率を比較した結果は図 1 の通
りである。調査対象者数が異なるため、
相対度数分布によって比較することとし
た。吉林省（長春市）の高校生の正答率
は 20% ～ 50% に集中しているのに対し
て、河南省（鄭州市）の高校生の正答率
は 40% ～ 50% に集中しており、日本の高
校生の正答率は 50% ～ 60% に集中してい
る。 
Ⅱ - Ⅴ . 共通項目の比較及び考察
個別の調査項目について具体的に比較す
る。項目別の各選択肢に対する「正答 · 誤
答者数（選択率）」を表 2 に示した。なお、
選択率は欠損値を除いて算出した。また、
各設問の正答選択肢はアンダーラインで示
した。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅰ . 太陽光の下で読書
設問：「太陽光の光が直接あたるところは、
明るいので読書するのに良い。」
A 正しい　B 間違い
河南省も吉林省も日本に比べて正答率が
高い。世界保健機関 2017 の調査によると、
中国の近視人口は 6 億人もいることが報告
されている。青少年の近視率は世界一で
70% であった。そのため、中国では目を健
康に保つ教育を重要視している。日本は中
表 1　全体平均正答率
図 1　相対度数分布
表 2　各項目の正答率
表 3　正答 · 誤答者数及び分析
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国に比べ、この問題についての教育が不足
していると考えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅱ . 思春期反応
設問：「思春期には、男子と女子が、お互
いの違いに気づき始めて、反発することが
ある。」
A 正しい　B 間違い
この設問の日本の正答率は圧倒的に高
い。中国では思春期についての教育は日本
より遅れていると考えられる。この問題の
反発の中国語の翻訳の「排斥」が中国では
「いじめ」のような強い意味が取られたか
らと考えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅲ . 鼻血手当
設問：「鼻血が出た時、まず、どのような
手当をしたら良いでしょう。正しい手当の
仕方を一つ選んで、その番号をマークして
ください。」
A　上を向く
B　首の後ろを軽くたたく
C　鼻にティッシュペーパーをつめる
D　鼻を摘んでじっとしている
日本の高校生の正答率が 54% であるこ
とに対して、河南省（鄭州市）の高校生の
正答率は 8%、吉林省（長春市）の高校生
の正答率は 6% と低くている。この差は、
日本の生徒は学校で学んでいることに対し
て中国では学校で学んでないからではない
かと考えられる。
しかし、日本の正答率はまた半分程度で
ある、そのため、日本でも今後鼻血手当に
ついての学習は教育現場で改善してしかる
べきだと考えられる。
Ⅱ-Ⅴ -Ⅳ .子宮内膜の変化と基礎体温の変化
設問：「次の図は、女性の性周期を基礎体
温と子宮内膜の様子で示したものです。図
の中で排卵日と考えられるのはいつです
か？次の 1 ～ 5 のうちから一つ選び、その
番号をマークしてください。（周期を 28 日
とした場合の例）」
　
A    B     C     D     E
図 2　子宮内膜の変化と基礎体温の変化図 
表 4　正答 · 誤答者数及び分析
表 5　正答 · 誤答者数及び分析
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 選択状況から見ると、日本の生徒の正
答率は圧倒的に高い。中国では性に関する
知識の教育がはじまったばかりであり、そ
のため、概ね当て推量に基づいて回答を
行ったのではないかと考えられる。これは
理科教育でも学習しておらず、学校健康教
育もまだ上手く実施されていないと考えら
れる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅴ . 健康な生活習慣
設問：「自分の生活を振り返って見ると、
夜ふかしすること、ゲームを止められなく
なること、時々朝食を食べないことなどが
気になります。そこで健康な生活をするた
めに、ア）～ウ）を実際に行ってみました。
ア）～ウ）をどんな順序で行うと成功しや
すくなるでしょうか。順序について、1 ～ 6
のうち、もっとも良いと思われるものを一
つ選び、その番号をマークしてください。」
 ア）自分の成果のうち、何が良くて、
何が悪いのか、分析した。
 イ）最近三日間の生活の仕方を記録し
た。
 ウ）ゲームをするのは金曜日と土曜日
だけに決め、行ってみて、出来具合を
振り返った。
A　ア）イ）ウ）
B　ア）ウ）イ）
C　イ）ア）ウ）
D　イ）ウ）ア）
E　ウ）ア）イ）
F　ウ）イ）ア）
日本の正答率は 72%、中国吉林省の正答
率は 33%、しかし河南省の選択率が一番高
いのは「F ウ）イ）ア）」であった。この
設問の正答率の違いは保健認識によるもの
なのか、単なる翻訳の問題によるものなの
か、或いは設問自体の問題によるものなの
か、明確な根拠を見出すのは難しいが、吉
林省と河南省の正答率は大きな違いがあっ
た。この問題だけ見ると、中国の教育の地
域格差があらわれたことによるものではな
いかと考えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅵ .HIV の感染問題
設問：「次の文は、HIV の感染症について
述べたものです。感染する可能性として間
違っているものを、一つ選び、その番号を
マークしてください。」
A　HIV は、蚊から感染する
B　HIV は、コンドームを使わない無防備
の性交で感染する
C　HIV は、HIV に感染している母親から
表 7　正答 · 誤答者数及び分析
表 6　正答 · 誤答者数及び分析
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生まれる胎児に感染する
D　HIV は、注射針を共有すると感染する
E　HIV は、歯ブラシを共有すると感染す
る
日本と吉林省（長春市）は誤った選択
肢「E．HIV は、歯ブラシを共有すると感
染する」を選んだ生徒が圧倒的に多く、特
に日本では 2/3 に達している。一方、河南
省（鄭州市）では正しい選択肢「A．HIV
は、蚊から感染する」を選んだ生徒が多い。
この原因は調査直前の 2017 年、河南省の
HIV 感染者数は 50794 人（吉林省の HIV
感染者数は 6332 人）と感染者数は全中国
の最悪レベルであることが背景にあるもの
と考えられる。そのため、HIV についての
学習は理科教育を含め、とても重要視しさ
れているからと考えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅶ . 熱中症手当
設問：「直射日光や高温多湿の環境において、
激しい労働やスポーツを行うと、体温調節が
うまく出来ず、体に様々な障害があらわれて
くることがあります。これは熱中症と言いま
す。次の文は、熱中症を起こした人への応急
手当を述べたものです。間違っているものは
どれですか。次の 1 ～ 5 のうちから一つ選び、
その番号をマークしてください。」
A　衣服をゆるめ安静を保つ
B　頸部、脇の下、腿の付け根にある脈が
振れるところにアイスパックや氷をあてる
C　涼しくて風通しの良い場所に移す
D　体温上昇が激しい場合には、出来るだ
け裸に近い状態にして、冷たい濡れたタオ
ルで全身を覆ったりする
E　顔色が青白い場合には、上体を起こし
顔色を見ながら様子を見る
日本と河南省では夏には誰でも熱中症に
ついて耳にすることがある。しかし、吉林
省は東北地方に位置し、夏も涼しいので日
常生活で熱中症について触れられることは
ほとんどない。このため、吉林省の生徒の
熱中症に対する認識は河南省（鄭州市）の
生徒より低いものと考えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅷ . 大気汚染種類
設問：「次の文は、大気汚染物質と健康へ
の影響について述べたものです。汚染物質
A ～ C、健康への影響ア～ウとの正しく組
み合わせはどれですか。次の 1 ～ 4 のうち
から一つ選び、その番号をマークしてくだ
さい。」
汚染物質
1　二酸化硫黄（SO2）
表 9　正答 · 誤答者数及び分析
表 8　正答 · 誤答者数及び分析
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2　浮遊粒子状物質
3　光化学オキシダント
健康への影響
 ア　様々な刺激性物質が含まれてお
り、目を刺激したり、呼吸困難、手足
の痺れを起こす
 イ　気道、気管支の粘膜に溶けて、刺
激する。慢性気管支炎、気管支喘息な
どを起こす
 ウ　気管支や肺胞に沈着し、長い年月
に渡ると肺線維症などを起こす
A　（1）と（ア）、（2）と（イ）、（3）と（ウ）
B　（1）と（ア）、（2）と（ウ）、（3）と（イ）
C　（1）と（イ）、（2）と（ウ）、（3）と（ア）
D　（1）と（イ）、（2）と（ア）、（3）と（ウ）
　
中国では大気汚染がとても酷いので、健
康問題だけでなく、様々な問題を引き起こ
している。吉林省と河南省の生徒の正答率
が、日本の生徒の正答率より低いのは、大
気汚染に対する教育の成果が認められない
かと考えられる。そして、2015 年の吉林
省のより、2018 年の河南省の正答率が高
いのは、ここ数年、中国では大気汚染に対
する教育が重要視されてきているからと考
えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅸ . 交通事故要因
設問：「交通事故は、人的要因、車両要因、
環境要因が関わって発生します。次の文は
ある交通事故について述べたもので、三つ
の下線部は事故の要因を示しています。こ
れらの下線部の要因は、どのような要因の
組み合わせでしょうか。次の 1 ～ 4 のうち
から一つ選び、その番号をマークしてくだ
さい。」
夕方暗くなって、中学 1 年生がライト
のつかない自転車で右端を走っていた
ところ、前から来た自動車にはねられ
た。
A　人的要因と車両要因
B　人的要因と環境要因
C　車両要因と環境要因
D　人的要因と車両要因と環境要因
この項目を翻訳する時、「自転車で右端
を走っていた」の文を中国の交通ルールに
合わせて「道路の左側」とした。正答率は、
日本と吉林省は 56% で同じ結果となった。
河南省は吉林省より、人口と車両が多いの
で、交通安全についての学習を重要視して
いるからと考えられる。
表 10　正答 · 誤答者数及び分析
表 11　正答 · 誤答者数及び分析
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Ⅱ - Ⅴ - Ⅹ . 一次救命処置手順
設問：「心肺蘇生（一次救命処置）を正し
く行います。まず、意識の有無を確認し、
意識がないことがわかりました。次に行う
のはどれですか。次の 1 ～ 5 のうちから一
つ選び、その番号をマークしてください。」
A　気道の確保
B　119 番通報と AED 手配
C　呼吸の確認
D　心拍の確認
E　瞳の確認
中国より、日本の生徒の正答率が高いの
は、保健学習だけでなく、社会問題も関係
がある。なぜなら、中国では救急車が有料
であり、それが影響した可能性があると考
えられる。
なお、この項目を翻訳する際に、中国で
は AED が普及してないことから、B の選
択肢の中の AED の部分を除外した。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅺ . 人工呼吸方法
設問：「次の文は、人工呼吸と心臓マッサー
ジに関して述べたものです。正しいものは
どれですか。次の 1 ～ 5 のうちから一つ選
び、その番号をマークしてください。」
A　人工呼吸では、一回吹き込む量は、多
ければ多いほど良い
B　心臓マッサージは下が固いところで行う
C　心臓マッサージを行う際の手の組み方
は、必ず右手を上にする
D　人工呼吸と心臓マッサージは概ね 20
分を目安に行う
E　人工呼吸と心臓マッサージは必ず二人
で行う
中国では両省共に選択肢 C を選んだ生
徒が多い。中国の生徒は学校で学習してい
ないからと考えられる。
Ⅱ - Ⅴ - Ⅻ . 月経周期と妊娠し易い時期
設問：「月経周期 28 日とした場合、最も妊
娠しやすい時期はいつですか。下の図で最
も妊娠しやすい時期を一つ選んで、その番
号をマークしてください。」
 
A ア　　B イ　　C ウ　　D エ　　E オ
表 12　正答 · 誤答者数及び分析
表 13　正答 · 誤答者数及び分析
図 3　月経周期
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「子宮内膜の変化と基礎体温の変化」に
関連する設問である。日中両国では月経と
排卵、排卵と妊娠の関係や意味を正しく認
識していない生徒の人数が多い。その中で
も河南省の生徒の正答率が最も高い。中国
の教育現場の現状から見ると、性に関する
教育は学校教育であまり扱わない傾向があ
る。しかし、時間を経て、生徒は性に関す
る知識をいろいろなルートで身につけたも
のと考えられる。
Ⅱ - Ⅵ . まとめ
本論文は河南省（鄭州市）の高校生を対
象に保健認識について調査した。また、結
果を先行研究と比較分析した。
先行研究と比較した結果から見ると、二
年前の吉林省よりも今回の河南省の調査結
果の方が多くの項目で正答率が高くなって
いる。その背景には、中国国内の教育が、
地域や経済状況によって違いがあること、
また、この二年間に中国の学校健康教育が
進歩している状況があることと考えられ
る。
総合的にみると、平均正答率は、保健認
識のレベルが日本の高校生の方が高い。こ
の結果は、吉林省も、河南省も、生徒の保
健認識はまだ低いレベルにあることを意味
している。この背景には、保健（健康）が
教科として高校の教育課程に位置付けられ
ている日本と、位置付けられていない中国
との違いがあるものと考えられる。
Ⅲ . 保健領域における「素朴概念」の比較
Ⅲ - Ⅰ . 研究目的
学習者が日常生活の中で自生的に作り上
げた「誤った認識」（素朴概念）（麻柄 · 進藤、
2008）の修正は、教育上重要なテーマであ
るが、学校健康教育の領域では日本でも中
国でもほとんど検討されていない。
先行研究では、健康領域の一つの事例と
して「心臓の位置」が提起されている。一
般的に「心臓は左胸にある」と言われる
が、実際は胸のほぼ中央にある。（財）日
本学校保健会（2005）の全国調査によれ
ば、図 4 の a のような選択肢を示して「心
臓の位置」を尋ねると、小 5 で 81.5%、中 1
で 86.8%、 高 1 で 91.8%、 高 3 で 92.1% が
正しく回答した。しかし、この結果は、「心
臓は左胸にある」という認識に最も近く選
択肢を選んだだけと解釈することもでき
る。この点について、先行研究では選択肢
の布置を変えた問題（図 4 の b）を作成し
て日中（吉林省長春市）の高校 2 年生を対
象に調査を実施した。その結果、正答率は
日本が 36.9%、吉林省（長春市）が 4.9%
しかなかった。
本研究は先行研究 1 のデータを踏まえて
中国河南省（鄭州市）の高校 2 年生を対象
に実施し、その結果を比較分析して報告す
る。
Ⅲ - Ⅱ . 調査問題
先行研究 1 で使用された心臓の位置を直
截的に尋ねる問題（「心臓の位置」問題）と、
心配蘇生法の胸骨圧迫の位置を尋ねる問題
（「胸骨圧迫の位置」問題）の 2 種類を用意
した。両者ともに、正答よりも左側に選択
肢がない場合（左なし条件）と、正答より
表 14　正答 · 誤答者数及び分析
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も左側に選択肢ある場合（左ある条件）の
二つのバージョンを作成した。それらの組
み合わせから、計四つの調査用紙を作成し、
調査対象者にランダムに配布した。                     
     　　　 
Ⅲ - Ⅳ . 結果及び考察
河南省と吉林省は、心臓の位置を正しく
認識している生徒が日本より少ない。この
問題から見ると、中国では体育と健康の授
業だけでなく、他教科の授業も生徒の心臓
の位置に関する知識をあまり重要視してい
ないと考えられる。現在、日本では保健領
域における「素朴概念」の修正について研
究している研究者がいるが、中国ではそれ
についての研究者がほとんどいない。その
ため、今後中国教育界で学校健康教育の領
域における「素朴概念」を提起する必要が
あると考えられる。
筆者が中国の小学校から高校までの救
急処置の学習についてインターネット上で
調べたところ、北京、上海、広州などの一
流大都市の学校でも日常授業中、心肺蘇生
法に関する知識がほとんど教えられていな
かった。また、AED がある学校もほとん
どない。数多くの生徒たちはそれに関する
知識をインターネット、映画の中から身に
つけたものと考えられる。そのため、中国
の「胸骨圧迫の位置」問題の正答率がそれ
ほど高くない原因の一つと考えられる。
Ⅲ - Ⅴ . まとめ
本論文は河南省（鄭州市）の高校生を対
象に保健領域における「素朴概念」につい
て調査した。また、調査結果を先行研究と
比較分析した。結果から見ると、保健領域
における「素朴概念」は日本だけでなく、
中国にも存在していることが明らかとなっ
た。
「心臓の位置」問題も「胸骨圧迫の位置」
問題も、左に選択肢がない場合は日本の生
徒の正答率が最も高い、次に河南省であり、
吉林省は両方とも最も低かった。左に選択
肢がある場合、「心臓の位置」問題の正答
率は中国の方が圧倒的に低い。河南省も吉
林省も95%以上の生徒が誤答であった。「胸
骨圧迫の位置」問題の正答率は河南省と吉
林省が約 50% であった、このことは心臓
の位置や働きに対する認識とは関係なく、
胸骨圧迫の位置を手続き的に認識している
生徒がいるものと考えられる。
心臓の位置については、中国の生徒も学
習していた。それは中学校 1 年の「生物」
教科書の「心臓の構造と機能」の単元で「胸
の真ん中に、ちょっと左側に傾いている」
表 15　各問題の正答 · 誤答者数（％）
a 左なし条件　　　  　　 　b 左あり条件
図 4　心臓の位置の選択肢（略図）
黄　思華
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と記述されていたからである。ところが、
高校 2 年の調査対象者たちの正答率は非常
に低い。このことは、「素朴概念」の反復
性と修正しにくい特性が明確されたことを
意味する。今後、中国での学校健康教育の
領域における「素朴概念」の修正に関する
指導については、研究課題としたい。
Ⅳ . 本研究のまとめ
本論文では河南省（鄭州市）の生徒を対
象に保健認識の研究と「素朴概念」の二つ
の研究を行った。
第Ⅱ章では保健認識に関する調査を実施
した。先行研究（2016 年）のデータと比較・
検討した結果、二年間の発展を経て、2018
年 3 月に河南省で実施した調査のデータは
二年前に吉林省で調査したデータより、正
答率が向上していた。一方で、日本と比べ
ると、半数以上強の項目の正答率は日本の
方が高い。中国では「保健」に当たる名称
の教科・科目が存在していないことが影響
しているものと考えられる。国際的な比較
調査を通じて、中国の学校健康教育の不振
が明らかとなった。今後、教育現場での更
なる改革が必要とされるとともに、中国の
学校健康教育の充実が求められると考えら
れる。
第Ⅲ章では「素朴概念」に関する検討を
行った。結果から見ると、先行研究と同じ
く、河南省（鄭州市）の生徒も「心臓の位
置」と「胸骨圧迫」の「素朴概念」がある
と考えられる。
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